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Fig. 2. EAVN (緑の枠で囲った電波望遠鏡に 6.7 GHz 受信機搭載 )

Fig. 1. 大質量星形成現場における空間スケールと観測装置との関係概念図 .
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Fig. 3.  楕円形上天体のメタノールメーザー固有運動 : G 002.53+00.19, 006.79-00.25. 【上】 
barycenter (white open circle)からの相対固有運動 . 円錐の底面方向が運動方向に相当し、底面
の口径は運動の不確定性に相当 .  左上の数値は、回転（+ 膨張 / 降着）円盤による最小二乗
フィット結果 . 【下】 Spitzer IRACによる GLIMPSE３色図（青 : 3.6 μm, 緑 : 4.5 μm, 赤 : 8.0 μm, 
十字 : メタノールメーザーの位置）. G 002.53+00.19においては EGOが同定されている 7).

◆ 目的 : 大質量星の形成・進化過程の解明
     ・ 観測 : 10-1000 au スケールの回転円盤構造の検出 at radio, IR 1)-3)

     ・ 理論 : 大降着率 (≧ 10-4 Msun yr) で非球対称な降着 4),5)

    ☞                    質量降着により大質量星形成

これから : 降着現象を３次元速度構造から議論
     ・ VLBIによるメーザーモニターで３次元運動を計測
     ・ 原始星の進化トラックを決めるガス降着率の直接的な計測も可能に！ 
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Tab. 1.  EAVNモニターパラメータ◆ プローブ : 6.7 GHz メタノールメーザー
     ・ 大質量星形成領域のみから検出
     ・ 回転（+膨張 /降着？）円盤付随を想起
◆ ターゲット天体 : 
     ・ 過去のメタノールカタログから選出
　　・-40 < Dec < 20; Ftotal > 65 Jy; VLBIなし
　☞　　　　　36 天体を選出
　・Fujisawa+ (2014) 6) にて５種の空間形状に
　　分類 : 楕円 , 円弧 , 直線 , ペア , コンプレックス
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6) Fujisawa et al. 2014, PASJ, 66, 31
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8) Vlemmings et al. 2011, A&A, 529, A95

楕円形状
 

2010 22 22/22 22/22

2011 36 36/36 29/36

2012 36 36/36 18/36

2013 36 36/36 1/36

◇ 楕円形状天体における相対固有運動の特徴
     ・楕円形状に沿った、回転を想起させる固有運動
     ・一部天体では、EGOと垂直な空間位置関係を示唆
     ・膨張成分を伴う回転運動も！
βp ~ Pgas / Pmag ~ 0.1-10
(|B| ~ 10-100 mG8), nH2= 108 /cc9))

☞　磁気遠心力による円盤風
　　　　起因の可能性を示唆 10)

9) Cragg et al. 2005, MNRAS, 360, 533
10) Machida et al. 2008, ApJ, 676, 1088 

◇ 進捗状況
     ・モニター : 36天体の 3 epoch 完了
     ・解析 : 14天体で固有運動解析完了
     ・論文化 : 
　　・空間形状分類 (Fujisawa+ 14) 6)

　　・固有運動計測 (Sugiyama+ submitted)

Tab. 2.  相関処理 /データ解析の進捗
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Fig. 4.  直線/ペア/コンプレッ
クス形状天体のメタノール
メーザー固有運動 . ペア形状
天体の場合は、一方のメー
ザー群からの相対固有運動を
計測・図示 .


